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 ６月の釧路地方は記録的な雨でした。寒い日もあったので野鳥たちの子育ても

大変だったのではないかと思います。そろそろ雛たちも巣立つ季節です。あたた

かく子育てを見守ってあげてください。 

 

ウグイス（スズメ目ウグイス科） 

Cettia diphone 

☆全長 １４～１６ｃｍ 

 留鳥または漂鳥として本州以南に分布し。北海道では夏鳥。平地から山地の林

に生息し、林床にササ類のある環境を好む。冬は暖地へ移動し、都市公園などで

も見られる。雌雄同色。 

 

 鳴き声は「ホーホケキョ ケキョ ケキ

ョ・・・」とさえずり、誰でも聞いたことがあると

思います。しかし、実際にウグイスを見たとい

う方は少ないのではないでしょうか。ウグイ

ス類は、鳴き声はとても特徴的なのですが、

体の色はとても地味で、木々の中に隠れてほ

とんど見ることができません。ウグイスも背、

尾までの上面と翼が灰色みのある暗黄緑色

で、ほとんど目立ちません。 

 「ホーホケキョ ケキョ ケキョ・・・」の「ケキョ 

ケキョ ケキョ・・・」の部分は谷渡りと呼ばれていて、この部分が長いほど雌にも

てると言われています。（長くさえずることができれば、それだけ体力があり、強

い雄ということです。） 

 みなさんもぜひ「ホーホケキョ」が聞こえたらウグイスを探してみてください。 
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